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1 は じ め に

岩手県北部沿岸地帯はヤマセや晩霜等の気象災害に遭遇

する頻度が高く,桑の生育も遅れがちで生産性が低い現状

にあり,特に春蚕期が不安定である。

このため気象災害に遭遇 しやすい春蚕期を後にずらした

夏秋蚕主体の養蚕体系による繭の安定生産及び養蚕空閑期

の労力・施設を活用して野菜等の栽培による農家収入の確

保について現地実証した。

2試 験 方 法

(D 試験年次 :1989～ 1991年

2)試験場所 :九戸郡種市町大和地区 K農家

0)実証農家の経営概況 :

労働力 桑 園 水 田 普通畑 繁 殖 椎 茸

2人     202a   9oa    45 a     3頭   7f本

に)実証試験の内容

1)夏秋蚕主体の桑栽培技術

a 桑園の密植化

既設桑園の株下げ畦間補植による密植化改造35aと密植

桑園10aを 改植造成し (第 1年次)密植桑園割合を47%に

拡大した。また,補値及び新植にあたつては,夏秋蚕用桑

園に適する桑品種「 しんけんもち」を主体に植栽し生産性

の向上を図った。

b 夏秋蚕主体の桑仕立・収穫法

普通桑園 (107a)と 密植桑園 (95a)を それぞれ概ね

3等分 し春切法及び株上げ・株下げ春切輪収法を組み合わ

せた年 5回育対応の収穫体系を設定実証するとともに密植

桑園については,極力機械収穫とした。また,初秋蚕期と

晩秋蚕期にはそれぞれ 2畦隔畦収穫とし,枝条下部落葉の

抑制を図った。

2)パイプハウスの周年利用技術

a 養蚕期前後の野菜栽培

パイプハウス200ピ 1棟を増設し (第 2年次)概設の200

ばと合わせ蚕期前 (6月 以前に)に「ホウレンソウJを 2

回作付けし,ま た,蚕期後 (11月 以降)に は「サントウナ」

(第 1・ 2年次)又は「ホウレンソウ」(第 3年次)を栽培

実証 した。

b 育蚕利用

防暑・保温対策 (初秋蚕期=ダイオシート被覆,晩秋蚕

期=シ ルバ,シ ート被覆)を施し,1段飼育導入に伴 う専

用蚕室からの超過分及び桑葉生産向上に伴う掃立て増加分

並びに重複蚕期の飼育に専用蚕室の補助A・l育施設として利

用した。

3 試験結果及び考察

0)繭の安定生産

繭の生産実績は表 1の とおりであり,春季の気象災害の

頻度の高い地域においては,不安定な春蚕期を中止しても

夏秋蚕主体の年 5回育により繭の安定生産力端曝 されけた。

また,密植桑園の拡大により機械収穫の導入が図られ生

産性の向上と飼育規模の拡大が期待される。

表 1 実証農家の繭生産実績

春  蚕

125

112

110

255

149

夏

10a収繭量

注 実証前平均は, 1986～ 1988の 3カ 年平均

実証期間平均は, 1989～ 1991の 3カ 年平均

2)パイプハウスの周年利用

自家労働で,蚕期前及び蚕期後に「ホウレンソウJ又は

「サントウナJをパイプハウス200～300ぱ に 3回 の作付け

栽培が可能である。

また,防暑・ 保温・防疫管理を徹底することにより育蚕

施設としても問題なく繭生産の低コスト化に有効である。

なお,実証農家の第 3年次における主な作業計画は図 1

のとおりである。

13)実証農家の収入推移

実証農家における実証前と実証後の収入状況は表 2の と

おりであり,繭の安定生産により収入が着実に伸びている。
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また,蚕期前後のハウス野菜栽培に見通 しがついたことか

ら農家は,従来の秋以降の山仕事 (日 雇い)を中止 し,自

家山林からの椎茸原木採取と庭先製炭に従事 し経営の安定

に努めている。

4 ま と め

ヤマセや晩霜等春季の気象災害を受けやすい地域におい

て,春蚕を中止し夏秋蚕主体の養蚕とし,蚕期外に既設の

パイプハウスを利用し当該地域で作付奨励されている野菜

を導入して所得向上を図ることは,養蚕を主体とした複合

経営に有効であることが実証された。
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表 2 実証農家の収入推移
千円

1988
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